
 

 

 

 

 

 

平成２８年度 
 

日本短角種の経営に関する調査報告書 

【要約版】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年３月 
 

独立行政法人農畜産業振興機構 
 

 



 

 

 



 

 

【要約版】 

１ 子牛生産費 

日本短角種の子牛１頭当たり生産費は、304,406円となっている。内訳は、飼料費15.3％、労働費

34.5％、減価償却費16.6％、放牧預託費（種付費含む）11.5％、獣医師料及び医薬品費1.6％、その

他20.5％である（図１、表１）。前年度と比べて、主に減価償却費が増加した。これは前年度と比較

して、繁殖雌牛の導入価格が上昇したためである。 

１頭当たり所得は、296,673 円（前年度 178,514 円）と前年度と比べて大きく増加した。これは、

子牛販売価格が前年度から高騰したためである。 

 

平成27年度の１頭当たり所得は、296,673円＝496,051円－（304,406円－105,028円） 

注：１頭当たり所得は、粗収益（子牛販売価格）－（生産費－労働費）により算出 

  図１ 日本短角種の子牛生産費（１頭当たり）                         
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    表１ 日本短角種の子牛生産費（１頭当たり）                      
（円）

 

  注1：飼養規模は繁殖雌牛の飼養頭数による。   
  注2：生産費は、支払利子及び支払地代を含む。 

  注3：飼料費には配合飼料価格安定制度の補塡金は含まない。 
  注4：経営体数は繁殖経営18戸と一貫経営の繁殖部門6戸の計24戸とした。 
  注5：その他は光熱動力費、その他諸材料費、賃借料及び料金、物件税及び公課諸負担、小農機具費、生産管理費、修繕費、支払利子、支払地代。 

労働費 　　減価償却費

購入 自給 繁殖雌牛

27年度 24 304,406 46,544 32,914 13,630 105,028 50,532 24,854 34,889 5,013 62,399

うち、岩手県 21 299,665 45,409 32,451 12,959 101,668 50,104 24,569 34,776 5,096 62,611

26年度 24 303,599 48,565 33,250 15,315 109,388 45,032 19,081 34,721 4,104 61,788

うち、岩手県 21 298,909 47,651 32,871 14,780 105,770 44,856 19,257 34,846 4,079 61,707

25年度 21 334,083 49,186 29,026 20,160 139,103 48,065 15,063 28,360 5,587 63,783

うち、岩手県 18 327,006 48,401 28,063 20,338 132,050 49,341 15,064 27,981 5,489 63,744

1～4頭 4 432,878 63,088 38,333 24,755 204,735 80,082 36,053 28,533 4,994 51,447

5～9頭 9 380,820 52,733 33,931 18,802 165,556 65,269 26,390 35,152 7,096 55,014

10頭以上 11 284,889 44,747 32,524 12,223 89,641 46,600 24,158 35,062 4,606 64,233

その他
放牧預託
費（種付
費含む）

獣医師料及

び医薬品費

年
度
別

生産費 飼料費
経営
体数

飼
養
規
模
別



 

 

２ 肥育牛生産費 

日本短角種の肥育牛１頭当たり生産費は、957,723円となっている。内訳は、飼料費27.2％、もと

畜費41.8％、労働費12.4％、減価償却費4.3％、その他14.3％である（図２、表２）。前年度と比べ

て、特にもと畜費の増加が顕著で、他では労働費、減価償却費も増加している。 

１頭当たり所得は、▲149,100 円（前年度▲147,299 円）となっており、前年度と比べてわずかに

増加した。これは、肥育牛販売価格が上昇したものの、主にもと畜費が大幅に増加し、生産費を押し

上げたことによるものである。 

 

 図２ 日本短角種の肥育牛生産費（１頭当たり）                          
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 平成27年度の１頭当たりの所得は、▲149,100＝689,563円－（957,723円－119,060円） 

注：１頭当たり所得は、粗収益（肥育牛販売価格）－（生産費－労働費）により算出 

 

 



 

 

表２ 日本短角種の肥育牛１頭当たり生産費                        
（円）

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 注1：飼養規模は肥育牛の飼養頭数による。  

  注2：生産費は、支払利子及び支払地代を含む。 
  注3：飼料費には配合飼料価格安定制度の補塡金は含まない。 
  注4：その他は光熱動力費、その他諸材料費、獣医師及び医薬品費、賃借料及び料金、物件税及び公課諸負担、小農機具費、生産管理費、修繕費、 

     支払利子、支払地代。 
 

 

日本短角種の夏山冬里方式による放牧風景 

購入 自給

27年度 27 957,723 260,115 236,827 23,288 400,658 119,060 40,966 136,925

うち、岩手県 21 989,653 246,648 221,115 25,533 432,220 126,230 43,595 140,960

26年度 27 858,584 263,504 242,484 21,020 306,561 118,115 35,699 134,704

うち、岩手県 22 880,819 248,853 229,072 19,781 323,027 123,343 40,805 144,791

25年度 23 781,949 262,286 239,001 23,284 243,409 112,725 33,284 130,245

うち、岩手県 18 820,611 246,342 229,083 17,260 266,148 121,117 43,679 143,325

1～10頭未満 3 1,286,806 267,241 212,873 54,367 459,233 267,257 35,388 257,687

10～20頭 3 1,198,093 253,429 228,076 25,353 424,437 265,616 41,033 213,576

20～30頭 3 1,174,630 248,587 231,550 17,037 487,684 192,179 45,306 200,874

30～50頭 8 1,047,899 252,191 209,100 43,091 414,172 144,686 66,394 170,457

50～100頭 6 919,793 264,722 242,326 22,396 370,118 125,095 37,729 122,130

100頭以上 4 877,645 262,354 250,421 11,932 401,975 73,539 29,034 110,743
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